
　
８
年
４
月
か
ら
乳
児
等
支
援
給
付
の
制
度
と
し
て
「
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
は
、
保
護
者

の
就
労
な
ど
の
要
件
に
か
か
わ
ら
ず
、
月
一
定
時
間
の
範
囲
内
で
、
時
間

単
位
で
柔
軟
に
保
育
所
な
ど
を
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
「
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
申
請
」
を

し
て
、
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
は
３
月
６
日
㈮
か
ら
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
申
請
か
ら
認
定
の
可
否
の
結
果
が
届
く

ま
で
に
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
そ
の
他
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
者　
保
育
所
な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
生
後
６
か
月
か
ら
満
３
歳

未
満
の
子
ど
も　
▼
実
施
予
定
施
設　
４
月
か
ら
市
立
睦
北
保
育
園
で
実

施
予
定
（
そ
の
他
の
園
は
決
ま
り
次
第
、
随
時
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
）　
▼
標
準
料
金　
１
時
間
３
０
０
円
（
施
設
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
） 

（
子
ど
も
保
育
課
（
４
２
１
）６
７
５
２
）

乳
児
等
支
援
給
付（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）認
定

申
請
受
付
を
３
月
６
日
㈮
か
ら
開
始
し
ま
す

●八千代の人口　20万8,344人（+112人）　男 10万2,685人（+61人）　女 10万5,659人（+51人）　●八千代の世帯　10万681世帯（+101世帯）　７年12月末現在。（　）内は前月比

８
年
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
券
お
よ
び
高
齢
者
等

外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
券
の
申
請
方
法

　
４
月
１
日
か
ら
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
券
の
窓
口

交
付
を
３
月
24
日
㈫
か
ら
開
始
し
ま
す
。
電
子
・
郵

送
申
請
は
先
行
し
て
２
月
16
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
、

３
月
24
日
㈫
以
降
に
特
定
記
録
郵
便
で
交
付
し
ま
す
。

新
庁
舎
工
事
に
伴
い
駐
車
場
の
台
数
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
窓
口
混
雑
緩
和
の
た
め
、
自
宅
で
い
つ
で
も

で
き
る
電
子
・
郵
送
申
請
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
電

子
申
請
は
下
の
コ
ー
ド
か
ら
。

　
７
年
度
に
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
た
人
に
は
、
２

月
中
旬
に
申
請
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
窓
口

申
請
お
よ
び
交
付
は
平
日
の
み
で
す
。

■
障
害
者
タ
ク
シ
ー
券　
▼
対
象
者　
次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
。
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
ま
た
は
視
覚
、
下
肢
、
体

幹
、
移
動
機
能
障
害
の
３
級
の
人
、
②
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ⓐ
の
１
、
Ⓐ
の
２
、

Ａ
の
１
、
Ａ
の
２
の
人
、
③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
人　
▼

担
当
・
交
付
窓
口　
障
害
者
支
援
課
（
４
２
１
）６
７
４
０

■
高
齢
者
等
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
券　
▼
対
象
者　
次
の
①
と
②
の
両
方

に
該
当
す
る
人
。
①
事
業
対
象
者
ま
た
は
介
護
保
険
で
要
支
援
も
し
く
は

要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
、
②
最
新
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
の

人　
▼
担
当
・
交
付
窓
口　
長
寿
支
援
課
（
４
２
１
）６
７
３
７

▲障害者タクシー券▲高齢者等外出支援
　タクシー券 ▲市ホームページ

◆�����消費生活センターに寄せられている相談
　～このようなトラブルはご相談を～…２・３�
◆��広報やちよ青少年版
　「考えてみよう自分が作る会社」……４・５

今号の紙面から

▲これまで二人三脚で歩んできた今井優子元コーチ（左）からサプライズで花束を渡された⻆田選手（右）。笑顔と涙があふれました

パリ五輪柔道女子48㎏級金メダリストの⻆田夏実選手が、１月30
日浦安市内で会見し、２年後のロサンゼルス五輪は目指さず競技の
第一線を退くことを発表しました。⻆田選手は「ここまで続けられ
たのは柔道が好きという気持ちがあったから。これからも柔道と一
緒に人生を歩んでいきたい」と話し、今後は全国を回って柔道教室
を行い、柔道の楽しさを伝えていきたいと思いを語りました。

「
金
メ
ダ
ル
を
取
れ
た
こ
と
が
一
番
の
思
い
出
」

⻆
田
夏
実
選
手
が
引
退
を
表
明
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